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横浜開港
150周年

　

横
浜
商
科
大
学
同
窓

会
会
員
並
び
に
、
ご
家
族

の
皆
さ
ま
に
は
ま
す
ま

す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
の
ご
活
躍
を
通
じ
て
同

窓
会
と
母
校
の
発
展
に
ご
尽
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

横
浜
商
科
大
学
同
窓
会
は
今
年
、
会

員
数
１
８
０
０
０
余
名
の
組
織
と
な

り
、
発
足
よ
り
34
年
、
こ
れ
ま
で
多
彩

な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
長
年
に
わ
た
り
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
念
願
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
本
年
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

松
本
理
事
長
・
久
保
学
長
は
じ
め
小

林
学
部
長
を
中
心
に
教
職
員
の
方
々
の

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
て
の
試
み
で
今
か
ら
期
待
に
胸

を
お
ど
ら
せ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
成

功
さ
せ
る
為
に
同
窓
会
と
し
て
、
そ
の

底
力
を
大
い
に
発
揮
さ
せ
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
！

※
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

日
程
：
10
月
31
日
（
土
）

　

場
所
：
鶴
見
キ
ャ
ン
パ
ス

※
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

　

日
程
：
11
月
21
日
（
土
）

　

場
所
：
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル

　

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
会
い
出

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。

　

今
、
横
浜
は
開
港
150
周
年
記
念
の
年

で
、
Ｙ
150
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
100
年
に
一
度
と
い
う
経

済
不
況
と
先
の
見
え
な
い
低
成
長
時
代

に
突
入
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

一
時
の
華
や
か
さ
に
お
ど
ら
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
同
窓
会
と
母
校
の
発
展
の

為
に
努
力
を
続
け
る
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

未来の夢・風にのせて
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第39回　卒業式

H21年3月26日パシフィコ横浜国際会議センターにて第39回卒業式が厳粛なう
ちに挙行され460名の若い力が巣立って行きました。

卒業記念パーティーが華やかに行われた会場
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社
会
人
か
ら

　

大
学
生
活
を
終
え
て

貿
易
観
光
学
科
卒　

手
塚　

德
明

　

社
会
人
か
ら
再
度
の
大
学
入
学

に
は
不
安
も
あ
り
、
躊
躇
し
た
の

も
事
実
で
す
が
、
四
年
間
で
得
た

も
の
は
他
に
代
え
が
た
い
貴
重
な

体
験
で
し
た
。

　

学
問
は
も
と
よ
り
、
若
い
学
生

と
の
交
流
は
、「
年
齢
に
関
係
な

く
周
囲
か
ら
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
の
重
要
性
」
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
東
京
工
科
大
学
大
学

院
、
バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研

究
科
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻

で
観
光
ポ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
探
究
し
て

お
り
、
学
部
時
代
に
引
き
続
き
、

顧
客
満
足
度
最
大
化
の
た
め
に
邁

進
し
て
お
り
ま
す
。
同
期
中
で
は

唯
一
の
文
科
系
大
学
出
身
者
で
す

が
、
周
囲
の
院
生
と
遜
色
の
な
い

よ
う
に
、
日
々
時
間
に
追
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
学
へ
の
入
学
以
前
は
観
光
接

客
業
に
従
事
し
、
最
高
の
顧
客
満

足
の
た
め
の
接
遇
と
、
内
部
社
員

や
航
空
会
社
、
ホ
テ
ル
等
の
外
部

接
客
業
界
に
接
遇
指
導
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
場
で

の
実
務
を
経
験
す
る
に
し
た
が
っ

て
、
学
問
と
実
践
の
両
面
を
兼
ね

備
え
て
こ
そ
、
真
の
仕
事
が
可
能

と
判
断
し
、
観
光
業
を
学
問
か
ら

探
究
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
15
年
間
勤
務
し

た
の
を
契
機
に
、
一
旦
現
場
を
離

れ
て
学
問
の
道
に
再
度
飛
び
込
み

ま
し
た
が
、
過
去
に
四
年
制
大
学

で
学
ん
だ
経
営
学
を
活
か
し
、
観

光
学
と
の
融
合
で
更
な
る
学
問
の

相
乗
効
果
を
得
る
こ
と
も
目
的
で

し
た
。

　

私
が
接
客
業
を
職
業
に
選
択
し

た
の
は
、
素
晴
ら
し
い
接
客
と
の

出
会
い
か
ら
で
し
た
。
幼
少
時
代

か
ら
旅
行
、
観
光
に
興
味
を
持

ち
、
高
校
時
代
は
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
で
ホ
テ
ル
を
利
用
す
る
よ
う
な

生
徒
で
、
老
舗
ホ
テ
ル
に
食
事
や

宿
泊
で
足
繁
く
通
っ
て
い
ま
し
た

が
、
高
校
生
の
私
に
対
し
て
も
素

晴
ら
し
い
姿
勢
で
接
客
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
に
「
接
客

を
生
涯
の
仕
事
に
し
よ
う
、
お
客

様
の
喜
び
を
自
己
の
喜
び
に
し
よ

う
」
と
決
心
し
た
一
番
の
要
因
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
良
い
接
客
を
す
る
為
に
は
、

身
銭
を
切
っ
て
で
も
良
い
接
客
に

触
れ
ろ
」、
こ
の
言
葉
は
高
校
、

大
学
時
代
か
ら
座
右
の
銘
と
し
て

今
日
ま
で
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

直
近
の
職
業
は
一
九
八
九
年
か

ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
勤
務
し
た
日

本
の
大
手
旅
行
会
社
の
海
外
支
店

で
す
。
そ
こ
で
経
験
し
た
実
際
の

接
客
業
は
、
か
な
り
の
知
識
、
経

験
が
必
要
で
毎
日
が
勉
強
の
連
続

で
し
た
。
通
常
の
現
地
係
員
業
務

で
あ
る
観
光
ガ
イ
ド
や
緊
急
対
応

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
お
客
様
が

大
学
教
授
、
医
師
、
会
計
士
、
弁

護
士
、
上
場
企
業
役
員
、
大
臣
等

の
場
合
、
各
専
門
知
識
を
吸
収
し

自
己
の
も
の
に
昇
華
で
き
る
ま
で

の
努
力
を
要
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
一
番
貴
重
な
体
験

で
は
「
お
客
様
か
ら
学
ぶ
こ
と
の

多
さ
」
で
あ
り
、
接
客
を
通
じ
て

の
お
客
様
と
の
心
か
ら
の
交
流
が

人
生
の
宝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
実
務
、
実
践
と
、
横
浜

商
科
大
学
で
学
び
、
探
究
し
た
学

問
の
相
乗
効
果
で
、
今
後
も
「
生

涯
−
職
人
」
と
し
て
接
客
に
邁
進

す
る
所
存
で
す
。

　

本
学
は
規
模
の
面
か
ら
考
慮
す

る
と
、
人
と
の
交
流
で
は
最
高
の

環
境
で
す
。
本
学
が
「
教
育
機
関

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
最

高
の
接
客
業
の
見
本
」
で
あ
る
よ

う
、
同
業
者
と
し
て
切
磋
琢
磨
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

観
光
を
学
問
と
し
て
基
礎
か
ら

探
究
で
き
た
こ
と
で
、
本
学
で
出

会
い
、
ご
指
導
を
受
け
た
先
生
、

職
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
母
校
の

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
く
職

業
に
出
会
え
た
こ
と
を
無
上
の
喜

び
と
感
じ
、
お
客
様
と
と
も
に
成

長
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

現
在
の
自
分
に
つ
い
て

経
営
情
報
学
科
卒　

中
澤　

智

　

私
は
Ｈ
21
年
3
月
大
学
卒
業

後
、
地
元
新
潟
県
南
魚
沼
市
の
髙

千
代
酒
造
株
式
会
社
に
入
社
し
ま

し
た
。
南
魚
沼
と
い
え
ば
、
お
米

と
日
本
酒
が
有
名
で
す
。
ま
た
大

河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
の
舞
台
の

地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
田
舎
な

が
ら
か
な
り
の
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。
自
分
も
お
酒
が
好
き
と

い
う
こ
と
と
、
生
ま
れ
育
っ
た
地

元
で
の
生
活
を
し
た
い
、
働
き
た

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
か
ら
就
職

を
決
め
ま
し
た
。
就
職
先
の
髙
千

代
酒
造
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
天
地

人
の
お
酒
「
兼
続
」「
天
地
人
」

等
の
銘
柄
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
の
ヒ
ッ
ト
も
あ
り
、
毎
日

仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
る
こ

と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

日
本
酒
は
機
械
管
理
で
製
造
す

る
こ
と
が
電
子
機
器
の
発
達
に
よ

り
、
現
代
社
会
で
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
自
社
で
は
、
日
本

酒
を
造
る
職
人
さ
ん
「
杜
氏
（
と

う
じ
）」
の
長
年
の
勘
と
知
識
に

よ
る
、
昔
な
が
ら
の
手
作
り
の
製

造
を
行
い
、
質
の
良
い
酒
造
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
私
も
入
社
し

て
一
ケ
月
間
酒
造
り
の
現
場
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
営
業
と
し
て
の

採
用
で
し
た
が
、
日
本
酒
を
製
造

す
る
現
場
を
体
験
し
た
こ
と
で
、

会
社
や
杜
氏
の
日
本
酒
一
本
々
に

か
け
る
熱
意
や
、
日
本
酒
の
奥
深

さ
に
触
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
業
界

の
面
白
さ
に
刺
激
を
う
け
ま
し

　

新　

会　

員　

紹　

介
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支
部
だ
よ
り

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

支
部
総
会
・
活
動

た
。
今
は
普
段
飲
む
お
酒
が
ビ
ー

ル
な
ど
か
ら
日
本
酒
に
な
る
ほ
ど

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
酒
屋
さ
ん
な
ど
の
営
業

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学

で
学
ん
だ
分
野
と
は
異
な
る
業
界

で
す
が
、
大
学
生
活
や
ゼ
ミ
活
動

で
感
じ
取
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
が
現
在
の
業
務
に

生
き
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

酒
以
外
の
話
題
で
会
話
を
す
る
こ

と
が
出
来
て
い
る
こ
と
も
大
学
で

学
ん
だ
一
つ
の
力
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
い
く
つ
も
辛
い
こ
と

や
、
苦
労
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
大
学
で
の
思

い
出
や
、
共
に
頑
張
っ
て
い
る
仲

間
の
こ
と
を
思
い
、
私
自
身
も
今

現
在
の
初
心
を
忘
れ
ず
に
成
長
し

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。「
お
酒

は
楽
し
く
飲
む
も
の
」
と
い
う
考

え
が
あ
り
ま
す
。
私
も
楽
し
く
仕

事
を
し
て
、
酒
屋
さ
ん
を
通
し
て

そ
の
先
の
消
費
者
ま
で
、
酒
蔵
の

思
い
を
届
け
れ
る
よ
う
な
営
業
マ

ン
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
何

年
後
、
何
十
年
後
に
成
長
し
た
自

分
を
大
学
の
仲
間
に
見
せ
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

4
月
11
日　

広
島
支
部
8
名
参
加

　

宮
原
義
友
名
誉
教
授
、大
嶋
裕
、

斎
藤
健
市
、宇
都
宮
義
彦（
四
国
）、

小
畑
正
治
、
風
呂
実
雄
、
寺
西
佑

治
、
大
久
保
一
馬

4
月
17
日　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
支
部

9
名
参
加　

藤
田
和
夫
、
藤
田
和

男
、
山
崎
成
、
稲
見
東
位
、
石
川

庸
雄
、
滝
上
徹
、
佐
藤
好
男
、
田

中
行
雄
、
浅
野
晋
一
（
他　

藤
田

和
夫
さ
ん
の
家
族
2
名
）

5
月
9
日　

飯
山
会
支
部
24
名
参
加

松
本
理
事
長
、
宮
原
名
誉
教
授
、

榎
田
悠
一
、植
木
茂
雄
、大
嶋
裕
、

小
林
進
、小
林
正
明
、関
本
邦
明
、

平
井
俊
昭
、村
田
剛
、山
本
隆
司
、

石
渡
志
津
子
、
岡
本
恭
一
、
笠
原

幼
子
、
近
藤
春
樹
、
杉
原
一
光
、

田
口
光
春
、中
山
紀
子
、林
保
夫
、

平
野
秀
雄
、
望
月
こ
ず
枝
、
和
田

彰
、
渡
辺
保
、
松
岸
正
泰

5
月
15
日　

教
員
支
部
20
名
参
加

茂
木
幹
男
、
渡
辺
雅
人
、
和
内
広

行
、
福
原
博
、
静
谷
信
雄
、
林
嘉

憲
、
本
間
巧
、
和
田
広
志
、
澤
み

ゆ
き
、
成
田
明
弘
、
藤
井
和
之
、

篠
原
孝
太
郎
、
堀
越
正
美
、
新
田

宮
子
、
小
林
孝
光
、
安
藤
希
望
、

柴
崎
琢
磨
、
三
島
恭
司
、
遠
藤
奈

津
美
、
木
所
満

5
月
23
日　

四
国
支
部
8
名
参
加

宮
原
義
友
名
誉
教
授
、西
海
雅
弘
、

風
呂
実
雄（
広
島
）、宇
都
宮
吉
彦
、

小
森
雅
史
、
土
居
一
彦
、
田
村
喜

彦
、
商
工
会
議
所
青
年
部
よ
り
斎

藤
会
長

6
月
2
日　

大
学
不
動
産
連
盟

総
会
へ
出
席　

松
本
理
事
長
、
久

保
学
長　

他
25
名
参
加

6
月
21
日　

静
岡
支
部
17
名
参
加

久
保
清
治
学
長
、
大
嶋
裕
、
山
崎

好
美
、
杉
原
一
光
、
滝
上
徹
（
群

馬
）、
望
月
こ
ず
枝
、
渡
辺
有
文
、

山
崎
成
、
村
上
道
朗
、
大
井
力
、

大
町
敏
康
、
深
沢
伊
智
郎
、
菅
野

昭
吾
、
渥
美
重
陽
、
小
泉
直
浩
、

真
壁
健
、
鈴
木
春
奈
（
望
月
こ
ず

枝
さ
ん
の
家
族
5
名
）

　

6
月
21
日
、「
静
岡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
中
島
屋
」
に
て
静
岡
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
学
よ
り

久
保
学
長
・
本
部
よ
り
大
嶋
会
長
、

支
部
間
交
流
で
他
支
部
の
会
員
の

参
加
を
頂
き
、
和
気
あ
い
あ
い
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

山
崎
支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
菅

野
副
支
部
長
の
司
会
で
議
事
に
入

る
。
会
務
報
告
で
は
事
業
報
告
・

決
算
報
告
・
来
年
度
の
活
動
計
画

等
が
な
さ
れ
、
こ
の
中
で
支
部
と

会
員
の
距
離
を
近
づ
け
る
た
め
に

機
関
紙
の
発
行
・
HP
の
利
用
等
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き
ま
す
と

い
う
報
告
が
あ
り
、
何
れ
も
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
久
保
学

長
に
よ
る
講
演
が
あ
り
「
大
学
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
」
と
い
う
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テ
ー
マ
で
話
を
さ
れ
、
出
席
会
員

そ
れ
ぞ
れ
が
学
生
時
代
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
に
一
生
懸
命
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で

恒
例
の
記
念
撮
影
が
あ
り
、
そ
の

後
部
屋
を
移
動
し
懇
親
会
に
入
っ

た
。
今
年
は
節
目
の
総
会
と
い
う

こ
と
で
熱
海
在
住
の
歌
手
・
高
瀬

一
郎
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ

り
、
年
代
を
超
え
て
集
っ
た
会
員

と
学
生
時
代
の
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
楽
し
い
一
時
を
過
ご
せ
た
こ

と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。
最

後
に
菅
野
副
支
部
長
の
音
頭
で
手

締
を
し
散
会
と
な
っ
た
。

6
月
27
日　

宮
城
支
部
9
名
参
加

宮
原
義
友
名
誉
教
授
、斎
藤
健
一
、

杉
原
一
光
・
稲
垣
正
直
・
坂
本
直

生
（
観
光
産
業
支
部
）、小
松
智
、

関
口
文
男
、
熊
谷
仁
、
福
士
明
嘉

7
月
4
日　

群
馬
支
部
12
名
参
加

平
田
博
士
教
授
・
佐
藤
義
文
教
授
、

篠
原
孝
太
郎
、
鈴
木
清
照
、
松
山

宏
一
、
立
木
明
、
閑
野
勇
、
茂
木

幹
男
、
川
島
英
治
、
堀
越
敏
明
、

目
黒
正
栄
（
新
潟
支
部
）、
杉
原

一
光
（
観
光
産
業
支
部
）、

　
8
月
2
日　

観
光
産
業
支
部

町
田「
ホ
テ
ル・ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
」

　
9
月
12
日　
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
支
部

鶴
見
西
口
「
ル
ー
ジ
ン
」

　
9
月
19
日　

新
潟
支
部

南
魚
沼
町
六
日
町「
ホ
テ
ル
魚
と
し
」

　
9
月
26
日　

会
計
人
会
支
部

新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル

　
10
月
22
日　

不
動
産
支
部

横
浜
東
口「
ク
ル
ー
ズ・ク
ル
ー
ズ
」

　
※
詳
細
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

☎ 

０
４
５

−

５
８
３

−

９
０
３
１

　
　
（
月
・
火
・
木
・
金
在
勤
）

脳
卒
中
で
倒
れ
て

　
　
　

横
浜
商
科
大
学

教
授　

村
上　

一
郎

　

今
年
の
卒
業
式
の
後
、
記
念

パ
ー
テ
ィ
の
席
で
同
窓
会
会
長
の

大
嶋
さ
ん
と
女
性
役
員
の
方
か
ら

「
先
生
、
会
報
に
載
せ
ま
す
の
で

病
気
の
事
書
い
て
下
さ
い
。」
と

話
し
が
あ
り
、
一
寸
と
考
え
ま
し

た
が
、
同
窓
会
の
OB
・
OG
の
中
に

も
還
暦
前
後
の
方
々
が
大
勢
お
ら

れ
る
と
思
い
書
く
事
に
し
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が
詰

ま
っ
て
血
液
が
流
れ
な
く
な
る

（
脳
梗
塞
）
脳
の
細
い
血
管
が
破

れ
て
出
血
（
脳
出
血
・
脳
溢
血
）

脳
の
太
い
血
管
の
一
部
が
ふ
く
ら

ん
だ
コ
ブ
、
つ
ま
り
脳
の
表
面
に

出
血
が
拡
が
る（
く
も
膜
下
出
血
）

な
ど
脳
の
組
織
が
障
害
さ
れ
る
こ

と
を
総
称
し
て
脳
卒
中
と
い
い
ま

す
。

　

私
の
場
合
は
、
右
脳
視
床
下
部

と
い
う
と
こ
ろ
が
出
血
し
ま
し

た
。
症
状
は
、
左
側
片
半
身
機
能

障
害
で
左
半
身
肩
か
ら
手
の
指
先

と
左
足
が
痺
れ
・
麻
痺
・
痛
み
で

普
通
に
動
か
す
こ
と
と
歩
行
が
で

き
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
右
手
に
杖

を
持
っ
て
歩
い
て
い
ま
す
。
幸
い

右
手
・
右
足
は
正
常
な
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
が
、
階
段
の
上
り

下
り
、
洗
面
・
着
替
え
・
ト
イ
レ

等
苦
労
し
て
い
ま
す
。
健
康
な
時

は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
日

常
生
活
は
不
便
な
事
が
多
く
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
左
脳
障
害
の
場

合
は
、
右
手
・
右
足
・
言
語
障
害
・

味
覚
障
害
・
記
憶
喪
失
の
症
状
が

現
わ
れ
ま
す
。

　

原
因
は
、
暴
飲
暴
食
で
野
菜
を

食
べ
ず
肉
類
が
多
く
余
分
三
兄
弟

（
脂
肪
・
糖
分
・
塩
分
）
を
た
っ

ぷ
り
、
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
・
タ

バ
コ
を
夜
遅
く
ま
で
や
っ
て
い
ま

し
た
。
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

　

入
院
し
た
の
は
、
平
成
19
年
6

月
1
日
朝
、
家
で
学
校
に
い
く
準

備
を
し
て
い
る
時
、
手
・
足
が
痺

れ
て
頭
に
激
痛
を
と
も
な
い
倒
れ

ま
し
た
、
す
ぐ
家
族
の
者
が
救
急

車
を
呼
ん
で
く
れ
て
入
院
し
ま
し

た
。
事
前
の
兆
候
に
は
気
が
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
医
者
か
ら
は
糖

尿
病
・
血
圧
・
ス
ト
レ
ス
が
原
因

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
入
院
中
は
、

車
イ
ス
の
生
活
で
医
師
と
看
護
士

か
ら
許
可
し
な
い
の
に
勝
手
に
歩

い
た
り
、
動
く
な
と
叱
ら
れ
て
ば

か
り
で
し
た
。
夏
休
み
を
挟
ん
で

四
ケ
月
で
退
院
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
皆
さ
ん
に
一
言
、
糖
尿

病
・
高
血
圧
な
ど
普
段
か
ら
痛
み

の
症
状
が
表
れ
ま
せ
ん
か
ら
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
、
特
に
糖
尿
病

は
合
併
症
（
失
明
・
足
切
断
・
心

臓
関
係
）
が
怖
い
で
す
、
自
己
判

断
し
な
い
よ
う
に
。
健
康
診
断
は

必
ず
受
け
医
師
の
指
示
は
素
直
に

聞
く
事
、
保
険
（
生
活
習
慣
病
対

象
）
に
入
る
と
い
ざ
と
い
う
時
、

心
強
い
で
す
。
今
は
車
を
使
用
せ

ず
徒
歩
、
バ
ス
、
電
車
を
利
用
し

他
に
電
気
針
を
手
と
足
に
打
ち
リ

ハ
ビ
リ
に
努
め
て
い
ま
す
。
食
事

は
最
初
に
野
菜
を
多
く
食
べ
て
か

ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
お
祝
い
の
と

き
少
々
、
禁
煙
し
て
ま
す
、
皆
さ

ん
他
人
事
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

大
学
だ
よ
り

支
部
総
会
開
催
予
定
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ド
イ
ツ
留
学
報
告
書

　

ケ
ン
プ
テ
ン
専
門
単
科
大
学

　

Fachhochschulekem
pten

　
　

貿
易
・
観
光
学
科
4
年

菊
地
由
美
子

　

私
は
２
０
０
８
年
８
月
か
ら
半

年
間
、
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
州

に
位
置
す
る
ケ
ン
プ
テ
ン
専
門
単

科
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。
以
前

か
ら
ド
イ
ツ
語
や
ド
イ
ツ
文
化
に

興
味
が
あ
り
、
い
つ
か
ド
イ
ツ
で

学
び
た
い
と
思
い
続
け
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
、
念
願
の
ド
イ

ツ
留
学
が
実
現
し
ま
し
た
。
自
身

の
語
学
能
力
に
不
安
は
あ
り
ま
し

た
が
、
初
め
て
の
海
外
経
験
が
念

願
の
ド
イ
ツ
留
学
に
な
っ
た
こ
と

が
と
て
も
嬉
し
く
、
渡
独
が
待
ち

遠
し
く
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

8
月
の
1
ケ
月
間
は
コ
ン
ス
タ

ン
ツ
大
学
で
の
サ
マ
ー
コ
ー
ス
で

学
び
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
夏
は
日

本
と
異
な
り
、
日
差
し
は
強
い
も

の
の
湿
度
が
低
い
の
で
過
ご
し
や

す
く
、
た
く
さ
ん
の
緑
に
囲
ま
れ

気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。
特
に

私
が
滞
在
し
た
地
域
は
ボ
ー
デ
ン

湖
と
い
う
ド
イ
ツ
最
大
級
の
湖

が
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

毎
年
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。

参
加
者
は
世
界
各
地
か
ら
国
籍
や

年
齢
、
職
業
も
異
な
る
お
よ
そ

１
７
０
名
が
集
り
ま
し
た
。
授
業

は
ひ
と
ク
ラ
ス
10
名
ほ
ど
で
、
午

前
中
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
文
法
、
読

解
、
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
を
通
じ
て
ド

イ
ツ
語
や
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
や

市
内
散
策
な
ど
魅
力
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
満
載
で
し
た
。
週
末
は
大

型
バ
ス
を
貸
し
き
り
国
境
を
越

え
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
リ
ヒ
テ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
へ
遠
足
に
出
か
け
た

の
は
、
陸
続
き
の
欧
州
な
ら
で
は

の
経
験
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
充
実

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
か
げ
で
、

ド
イ
ツ
以
外
の
欧
州
、
中
東
、
南

米
、
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
留

学
以
前
に
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
ほ
ど
多
く
の
国
の
人
々
と

知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彼
ら
と
一
日
を
共
に
過
ご
す
こ
と

で
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
は
な
く
諸
外

国
の
文
化
を
知
る
機
会
も
多
く
、

と
て
も
刺
激
的
で
あ
っ
と
い
う
間

に
毎
日
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

　

1
ケ
月
の
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
で
の

生
活
を
終
え
、
南
ド
イ
ツ
の
ア
ル

ゴ
イ
地
方
の
中
心
地
ケ
ン
プ
テ
ン

へ
移
り
ま
し
た
。
ケ
ン
プ
テ
ン
は

人
口
6
万
人
の
小
さ
な
街
で
す

が
、
周
囲
は
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に

囲
ま
れ
と
て
も
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
ケ
ン
プ
テ
ン
の
街
の

人
々
は
と
て
も
温
か
く
、
住
民
登

録
や
銀
行
口
座
の
開
設
な
ど
、
ま

だ
生
活
に
慣
れ
な
い
私
を
た
く
さ

ん
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ケ
ン
プ

テ
ン
専
門
単
科
大
学
で
は
観
光
学

科
に
籍
を
置
き
、
朝
起
き
て
か
ら

夜
寝
る
ま
で
生
活
を
通
じ
て
ド
イ

ツ
語
を
五
感
で
吸
収
し
、
と
て
も

濃
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、

は
じ
め
の
う
ち
は
間
違
っ
た
ド
イ

ツ
語
を
話
す
こ
と
が
恥
ず
か
し

い
と
思
い
、
自
ら
積
極
的
に
話
す

こ
と
を
避
け
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
多
く
の
留
学
生
か
ら
刺
激
を
受

け
、
ド
イ
ツ
語
を
上
達
さ
せ
る
た

め
に
そ
う
い
っ
た
失
敗
を
恐
れ
な

い
周
り
の
学
生
達
を
見
習
い
、

徐
々
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
怖
く

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
る

日
、
講
義
中
に
教
授
の
指
示
が
聞

き
取
れ
ず
に
困
っ
て
い
た
時
、
思

い
切
っ
て
隣
の
学
生
に
聞
き
、
疑

問
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
も
し
今
ま
で
の
よ
う
に
話
し

か
け
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
た

ら
、
こ
の
よ
う
に
先
に
進
む
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
日
は
講
義
が
終
わ
る
と
課
題
に

追
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
週
末
は

友
人
た
ち
と
街
へ
買
い
物
に
出
か

け
た
り
、
博
物
館
へ
行
っ
た
り
と

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
送
り
ま

し
た
。

　

大
学
で
の
講
義
や
魅
力
的
な
課

外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
多
く

の
ド
イ
ツ
人
や
外
国
人
と
出
会
う

こ
と
で
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
は
、
ド
イ
ツ
語
の
向
上
だ
け
で

は
な
く
、
自
身
の
価
値
観
を
見
直

す
と
て
も
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
留
学
生
活
を
振
り
返
り
、
こ

の
半
年
間
で
得
ら
れ
た
貴
重
な
経

験
を
今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
大

い
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
留
学
実
現
に
向
け
て
た
い
へ
ん

な
ご
尽
力
と
き
め
細
や
か
な
ご
指

導
を
下
さ
っ
た
酒
井
明
子
先
生
を

は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボーデン湖・ライヒェナウ島　聖ゲオルゲ教会

菊地　　酒井教授　　友人　

　

菊
地
由
美
子
さ
ん
は
、

２
０
０
８
年
8
月
よ
り
、
横
浜

商
科
大
学
か
ら
初
め
て
大
学

間
派
遣
留
学
生
と
し
て
、
ド
イ

ツ
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
ケ
ン
プ

テ
ン
専
門
単
科
大
学
（
公
立
）

へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

担
当
教
授　

酒
井　

記
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平
成
21
年
度　

留
学
生
課
外
活
動

に
つ
い
て
の
報
告
と
御
礼

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す

ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
日
ご
ろ
、
わ
た
く

し
ど
も
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
貴
重
な
援

助
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
た
く
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
過
日
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
標
記
課
外
活
動
に
つ
い
て
、

無
事
す
べ
て
の
行
程
を
実
施
し
、

予
定
通
り
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
別
添
の
行
程

と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
課
外
活

動
に
参
加
し
た
学
生
は
29
名
、
教

職
員
は
5
名
、
全
部
で
34
名
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
留
学
生
の

他
に
、
日
本
人
学
生
も
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
は
「
い
い
思
い
出
」

を
テ
ー
マ
に
し
、
長
野
県
と
山
梨

県
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
日
目

は
諏
訪
湖
畔
に
あ
る
、
50
ｍ
も
の

高
さ
ま
で
吹
き
上
が
る
日
本
一
の

間
欠
泉
を
見
学
し
ま
し
た
。
二
日

目
は
日
本
の
文
化
と
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
を
目
的
に
、
古
事
記
に
も

登
場
す
る
日
本
最
古
の
神
社
の
ひ

と
つ
で
あ
る
諏
訪
大
社
を
拝
観

し
、歴
史
を
現
場
で
学
び
ま
し
た
。

お
昼
は
山
梨
県
の
名
物
ほ
う
と
う

作
り
を
体
験
し
、
自
分
で
作
っ
た

ほ
う
と
う
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
は
、
予

定
ど
お
り
、
皆
様
に
素
晴
ら
し
い

思
い
出
を
残
し
て
頂
く
た
め
に
、

日
本
一
の
渓
谷
美
を
誇
る
昇
仙
峡

を
散
歩
し
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い

自
然
の
景
色
を
味
わ
い
、
い
い
体

験
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
移
動

中
に
お
け
る
、
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
や

伝
言
ゲ
ー
ム
、
留
学
生
主
催
の
ビ

ン
ゴ
大
会
等
、
多
様
な
活
動
を
通

し
て
、
留
学
生
、
日
本
人
学
生
、

先
生
方
と
の
交
流
並
び
に
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
課
外
活
動
は
、
プ
ラ
ン

の
制
作
か
ら
実
施
ま
で
、
留
学
生

会
が
積
極
的
に
計
画
し
、
教
職
員

の
方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
全

て
の
行
程
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
感
慨
深
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
の
ご
厚
意
を
無
に
し
な
い

た
め
に
も
秋
の
留
学
生
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
て
今
回
の
成
果
を
発
表
す
る

た
め
に
更
に
学
習
、
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

横
浜
商
科
大
学
留
学
生
会

会
長　

陳　

吉
龍

平成21年度（2009）学年暦
　
学年行事

前

期

学年開始・入学式 4月1日
オリエンテーション 4月2日〜7日
授業開始 4月8日
開学記念日（休講） 4月18日
祝日講義日 7月20日（祝日）
補講日 7月23・24日
定期試験期間 7月30日〜8月8日
夏期休暇 8月9日〜9月27日
追試験 8月13・14日

後

期

9月卒業式 9月26日
授業開始 9月28日
祝日講義日 10月12日（祝日）
飯山祭期間 10月28日〜11月3日
祝日講義日 11月23日（祝日）
冬期休暇 12月23日〜1月5日
定期試験期間 2月2日〜2月12日
追試験 2月18・19日
卒業式 3月26日
学年終了 3月31日

学年暦は変更されることがありますので
掲示で確認するようにしてください。

2009年度入学式2009年度入学式
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会
報
35
号
（
夏
号
）
の
発
行
に
あ

た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

何
か
と
不
安
な
社
会
情
勢
の
昨
今
、

人
の
温
か
さ
や
、
人
生
の
機
微
に
想

い
を
寄
せ
る
大
切
さ
に
気
付
く
、
心

の
ゆ
と
り
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で

す
。

　

先
人
の
言
葉
に
、
お
金
が
無
く
て

も
、
誰
で
も
七
つ
の
施
し
が
出
来
る
。

そ
れ
は
、

一
、
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し

二
、
慈
愛
に
あ
ふ
れ
た
笑
顔
で
人
に
接

す
る
。

三
、
あ
た
た
か
い
言
葉
を
か
け
る
。

四
、
自
分
の
身
体
を
使
っ
て
人
に
奉
仕

す
る
。

五
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
人
に
接

す
る
。

六
、感
謝（
あ
り
が
と
う
）の
心
を
持
っ

て
人
に
接
す
る
。

七
、
お
年
寄
り
に
進
ん
で
接
す
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。

　

人
が
人
で
あ
る
限
り
、
生
命
と
人

格
を
尊
重
し
あ
う
の
が
文
明
国
家
で

あ
る
。
真
の
文
明
国
家
で
あ
る
た
め

に
、今
、私
達
は
何
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
…
。 

−

紀

−

〈住所変更の方・ご意見・ご提案などなど
　　　　　何でもご連絡下さい〉

横浜商科大学同窓会事務局
〒 230-8577　横浜市鶴見区東寺尾 4-11-1
 Tel・Fax　045-583-9031 直通（月・火・木・金）
同窓会ＨＰアドレス　http://www.shodai-ob.com/
携帯サイト：http://hp.did.ne.jp/shodai-dousou/
E-Mail : dousou@shodai.ac.jp

同窓会事務局より

第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

10
月
31
日
（
土
）
開
催

　

つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス
に

　
　

恩
師
や
友
人
と
集
お
う
!!

　

横
浜
商
科
大
学
は
、
創
立
以
来

１
８
０
０
０
名
を
超
え
る
卒
業
生

を
社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
卒
業
生
が
、
社
会
で
大
活

躍
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
情
報
が

母
校
に
、
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
来
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
卒
業
生
と
の
連
携
を

一
層
強
固
な
も
の
に
す
る
為
に
、

卒
業
生
の
皆
様
を
、
母
校
に
招
く

“
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
”
を
企

画
し
本
年
、
第
1
回
目
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
趣
旨
は
、前
述
に
加
え
て
、

卒
業
生
（
同
窓
会
会
員
）
が
世
代

を
超
え
て
、
母
校
に
集
い
、
親
睦

を
深
め
る
こ
と
で
、
会
員
相
互
の

発
展
と
連
携
強
化
に
つ
な
げ
、又
、

恩
師
教
職
員
も
参
加
し
、
相
互
理

解
を
深
め
、
更
に
は
、
横
浜
商
科

大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
誇
り
を

喚
起
す
る
こ
と
で
す
。

　

母
校
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
発

展
に
、
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し

て
居
り
ま
す
。

　

予
約
不
要
・
無
料

　

友
人
・
知
人
・
家
族
み
ん
な
で

参
加
し
て
下
さ
い
。

日
時　

平
成
21
年
10
月
31
日（
土
）

飯
山
祭
期
間
中

場
所　

つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容　

午
前
11
時
〜
午
後
1
時　

懇
談
・
交
流
会

　

午
後
1
時
〜
2
時
30
分　

横
浜

開
港
150
周
年
記
念

　

大
学
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

午
後
3
時
〜
5
時　

歓
迎
式

典
・
懇
親
会

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
実
行
委
員
会
ま
で

☎
０
４
５

−

５
７
１

−
３
９
０
１

　

第
41
回　

飯
山
祭

平
成
21
年
10
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

11
月
1
日
（
日
）

　

つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

1
．
ア
イ
ド
ル
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
と
お
笑
い
芸
人
に
よ

る
お
笑
い
ラ
イ
ブ

2
．
模
擬
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

3
．
縁
日

4
．
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

新
会
員
（
Ｈ
21
年
3
月
・
9
月

卒
業
の
方
）
の
み
な
さ
〜
ん

　

集
合
し
て
下
さ
〜
い
！

日
時
：
平
成
21
年
11
月
21
日（
土
）

　

PM
６
時
よ
り
総
会

　

７
時
よ
り
懇
親
会
。

場
所
：
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル

会
費
：
５
０
０
０
円

　

新
会
員
の
皆
様
の
み
無
料
で
す
。

宿
泊
希
望
の
方
、
ホ
テ
ル
総
副
支

配
人
、
比
企
氏
（
同
窓
会
幹
事
14

期
生
）・
同
窓
会
事
務
局
ま
で

　

先
生
方
も
多
数
ご
出
席
予
定
で

す
。
ゼ
ミ
の
OB
会
等
、
皆
で
集
合

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
尚
、
懇
親
会

で
は
、
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
、
素
晴

し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企
画
中

で
す
。 

乞
う
ご
期
待
!!

　

今
年
も
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
、
つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
大
学
案

内
や
、
入
試
説
明
が
行
わ
れ
る
他

模
擬
講
義
を
受
講
し
た
り
、
担
当

者
に
個
別
質
問
す
る
コ
ー
ナ
ー
等

を
設
け
ま
し
た
。

　

又
、
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
試
食
等
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
足
お
先
に
大
学
生
活
を
体
験

し
て
み
て
下
さ
い
。

　

9
月
20
日
（
日
）

　

10
月
31
日
（
土
）

　

11
月
1
日
（
日
）

　

12
月
23
日
（
祝
）

　

詳
し
く
は
入
試
事
務
室
ま
で
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

　

☎
０
４
５
・
５
７
１
・
３
９
０
１

第
34
回
同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

商
大
体
験
を
！

来
て　

見
て　
　

　
　
　

楽
し
ん
で
!!




